
平成19年（2007）２月〈２０〉

【文芸】短歌、俳句、川柳など

【作品】絵画、工芸品、まちの風景写真など

●自作の未発表作品で、一人一作品とします。

●ギャラリーの作品については、その写真をお

送りください。

　（撮影が困難な場合は、ご連絡ください）

●住所・氏名・電話番号・作品の場合はタイト

ルを明記のうえ、お送りください。

※締め切り　掲載号の前月の末日（必着）

■問い合わせ・送り先

　〒７１６－８５０１（住所不要）

　高梁市役所企画課公聴広報係（��０２１０）

　Eメール：kikaku@city.takahashi.okayama.jp

※応募多数の場合は、紙面に掲載できない場合

もありますので、あらかじめご了承ください。

※提供いただいた写真等は返却できません。

作品の募集について

「ぼくの出番だ!!」写真
野口 繁男さん（津川町今津）

「焼きしめの花器」陶芸
高前 美惠子さん（備中町平川）

「蟹」絵手紙
三村 節子さん（伊賀町）

「木もれ日」写真
荒田 祐吉さん（有漢町上有漢）

「たぬき」切り絵
西村 桂子さん（高倉町田井）

「春の歌」（部分）書道
黒川 由理子さん（成羽町下日名）



平成19年（2007）２月〈２１〉

六
七
人
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
岸
之
上
と
同
じ
よ

う
に
、
松
山
東
村
・
松
山
西
村
へ
分
割
さ
れ
て
区
分
さ
れ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
後
の
明
治
に
な
っ
て
松
山
東
村
と
西
村
は

合
併
し
高
梁
村
と
な
り
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は
松
山
村

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
を
見
下
ろ
す
絶
好
の
場
所
に
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
観

音
様
を
祭
る
堂
が
あ
り
、
そ
の
裏
に
高
い
石
垣
の
荒
神
社
が
立
ち
、

こ
の
付
近
を
昔
か
ら
地
元
の
人
々
は
「
荒
神
鼻
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
火
災
や
洪
水
の
時
に
は
、
町
の
多
く
の
人
々
が
避
難
し
て

鎮
ま
る
の
を
待
っ
た
場
所
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
奥
に

は
真
言
宗
日
照
山
安
養
院
が
あ
り
三
村
元
親
の
位
牌
を
祭
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
松
原
山
の
奥
万
田
側
の
す
そ
付
近
に
あ
っ
た
と
い

わ
れ
る 
松 

し
ょ
う 

蓮  
寺 
は
弘
法
大
師
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
で
、
天
正

れ
ん 

じ

三
年
（
一
五
七
五
）
の
備
中
兵
乱
で
松
山
城
が
落
ち
て
城
主
三
村

元
親
は
六
月
二
日
、
「
奥
万
田
」
の
松
蓮
寺
へ
来
て
、
毛
利
方
の

 
栗  
屋  
与  
惣 

く
り 

や 

よ 

そ
う 

右
衛
門 

え

も

ん

ら
に
検
使
を
願
い
「
人
と
い
う
名
を 
借 
程
や
末

か
り
る

の
露
消
て 
そ 
帰
る
本
の 
雫 
に
」
と
い
う
辞
世
の
句
を
残
し
て
六
月

ぞ 

し
ず
く

二
二
日
に
切
腹
（「
備
中
兵
乱
記
」）
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
元
親
池

の
碑
に
句
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
奥
万
田
」
に
は
、
三
村
元
親
の

霊
を
祭
る
元
親
神
社
も
あ
り
ま
す
。

　

「
奥
万
田
」
の
地
名
の
由
来
は
①「
万
田
」す
な
わ
ち
「
小
さ
な

多
く
の
田
」の
意
か
ら
「
山

奥
に
多
く
の
田
ん
ぼ
の
あ

る
所
」
と
い
う
意
味
な
の

で
す
。
「
角
川
地
名
大
辞

典
」
に
は
「
奥
が
広
く
小

さ
な
田
が
多
い
と
こ
ろ
」

と

書
い
て
い
ま
す
。
②

「 
灘 
」
は
「
な
だ
り
」
と
い

な
だ

う 
傾  
斜  
地 
や 
崩  
壊  
地 
を

● 

● 

● 

● 

● 

●

表
す
自
然
地
名
だ
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
が
①
の
方

が
分
か
り
易
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

  

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

二
十
八　

奥
万
田

　

「 
奥  
万  
田 
」
は
現
在
の
高
梁
市
奥
万
田
町
。
城
下
町
ら
し
い
景

お
く 

ま
ん 

だ

観
の
残
る
伊
賀
谷
川
（
紺
屋
川
）
に
沿
っ
て
東
に
上
り
、
高
砂
橋

の
あ
る
伯
備
線
の
踏
切
を
渡
る
と
左
手
に
頼
久
寺
町
、
右
手
に
龍

徳
院
・
巨
福
寺
の
見
え
る
寺
町
、
さ
ら
に
伊
賀
町
通
り
の
坂
道
を

進
む
と
左
手
に
順
正
短
期
大
学
、
吉
備
国
際
大
学
な
ど
の
伊
賀
町

が
、
そ
し
て
、
伊
賀
川
の
右
手
（
南
側
）
一
帯
は
、
「 
荒  
神  
鼻 
」

こ
う 

じ
ん 

ば
な

付
近
か
ら
東
へ
と
高
く
な
る
丘
陵
地
で
、
ア
パ
ー
ト
や
民
家
が
立
ち

並
び
坂
を
上
る
と
、 

元  
親 
池
や
階
段
状
の
水
田
が
見
ら
れ
上
に
行

も
と 

ち
か

く
ほ
ど
山
が
深
ま
り
、
山 
間 
の
地
形
が
狭
く
な
る
。
楢
井
を
経
て

あ
い

吉
備
中
央
町
大
和
へ
と
通
じ
る
「
楢
井
坂
」
の
登
山
口
に
当
る
町

が
「
奥
万
田
」
な
の
で
す
。

　

「
楢
井
坂
」
は
近
世
に
な
っ
て
松
山
城
下
と
賀
陽
郡
野
山
村
を

結
ぶ
「
野
山
往
来
」
と
し
て
、
松
山
藩
に
と
っ
て
南
東
の
方
向
が

防
衛
上
最
も
弱
点
だ
っ
た
こ
と
か
ら
軍
用
上
大
変
重
要
視
さ
れ
た

道
で
し
た
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
は
、
野
山
西
村
（
現
吉

備
中
央
町
大
和
西
）
へ
松
山
藩
士
を
移
住
さ
せ
墾
田
や
警
護
に
あ

た
ら
せ
（「
野
山
在
宅
」）、
こ
の
藩
士
た
ち
の
た
め
の
学
問
所
（「
野

山
学
問
所
」）
を
こ
こ
に
創
設
し
、
有
終
館
か
ら
狩
野
剛
治
が
学

頭
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
奥
万
田
」
は
江
戸
時
代
、
村
の
再
編
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
ど
の

村
に
属
し
て
い
た
の
か
松
山
東
村
・
松
山
西
村
の
名
称
が
元
禄
八

年
（
一
六
九
五
）
頃
か
ら
幕
末
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
り
、
正
徳
年

間
（
一
七
一
一
〜
一
六
）
頃
か
ら
原
東
村
・
原
西
村
も
使
わ
れ
て

い
て
複
雑
な
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
末
の
「
備
中
誌
」
に
は
「
原
東
村
、
高
六
九
四
石

余
、
東
西
二
二
町
、
南
北
一
里
一
一
丁
枝
村
な
ら
び
に
小
名 
億  
万 

● 

●

 
田 
（
古
名 
奥  
灘 
）
岸
の
上
大
久
保
、
玉
坂
、
広
瀬
」
と
書
か
れ
、

● 

● 

●

ま
た
原
西
村
の
と
こ
ろ
に
も
「
東
西
五
町
、
南
北
一
八
町
枝
村
な

ら
び
に
小
名
に
辻
巻
、
小
高
下
、 

奥  
灘 
（
近
世 
億  
万  
田 
を
改
む
）、

● 

● 

● 

● 

●

楢
井
、
岸
之
上
、
山
之
上
、
青
木
、
戸
数
二
〇
〇
軒
、
人
数
九

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

大
正
は
遠
く
な
り
に
し
淋
し
さ
に
口
を
閉
ざ
し
て
読
書
に
耽
る

 

梶
谷　

文
江
（
石
火
矢
町
）

　

夫
の
好
み
し
蕗
の
佃
煮
春
の
足
音
ほ
ろ
苦
き
味

 

戸
田
奈
美
子
（
川
上
町
地
頭
）

　

ぱ
ら
� 
�
と
散
る
花
び
ら
は
山
茶
花
か
赤
白
ピ
ン
ク
咲
き
匂
う
な
り

 

藤
野　

静
夫　
　
　
　
　
　

 

（
大
阪
府 
備
中
高
梁
会
会
員

）

　

初
雪
や
南
天
の
紅
色
映
え
て
ひ
よ
ど
り
寄
せ
て
種
を
広
め
る

 

宮
本　

宮
吉
（
川
上
町
七
地
）

俳　

句

　

初
雪
に
山
の
枯
れ
木
の
仁
王
立
ち 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

川　

柳

　

書
き
初
め
の
川
柳
筆
の
墨
に
ほ
う 

中
島　

清
市
（
成
羽
町
吹
屋
出
身

）

　

ま
っ
す
ぐ
に
生
き
て
も
背
中
ま
る
く
な
り 
吉
岡　

麻
江
（
鶴
寿
荘
内
）

楢井坂から奥万田を見下ろす

鈴村 繁實さん

御前様、鬼を待ち伏せ豆をまき

※１月号「お笑い川柳マンガ」鈴村繁實さんのお名前が「茂實」と　
　誤っていました。お詫びして訂正します。


